












A Study on the Architectural Transition and Characteristics of Tosu Station
Yoko OMORI＊1
Abstract
Tosu Station was built in the Meiji era. It is a heritage site for industrial modernization and tourism. This study
addresses the architectural transition and characteristics of Tosu Station. The Station was built in the style of European
stations in 1903, and its original facade is nearly intact. This is one of the oldest stations in Kyushu; therefore, it helps to
preserve the cultural heritage of the area. Tosu Station acts as a symbol of development and anchors the landscape in
Tosu.









































































































































































































































































































































写真13 内部改修時の暖炉と竪板張りの腰壁（5） 写真14 待合室の折上げ天井 写真15 上げ下げ窓
図3 鳥栖駅舎建設当初復原平面図
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（4）窓回り意匠
駅舎の西洋的な雰囲気を感じさせるのが凝った意匠の縦長の上げ下げ窓である（図4参照）．上部窓を固定し下の窓
を上げ下げするガラス窓で，桟の配置が美しくデザインされている．バランスを取る錘が竪枠の中に仕込んであり，麻
繊維を芯にした真田紐状のロープで竪枠上部の滑車を回し，軽快に操作できた．大面取した化粧額縁幅は165mmもあ
る．シーマ＆レクタ状の加工をほどこした窓台には外部に竪200mm幅100mmほどの持送りが付く．
（5）構造
基礎は丸面を施した御影石の布基礎が外壁及び主要内壁を支えている（図4参照）．直方駅などの調査報告書11）やプ
ラットホームの一部露出部分から御影石基礎の下はレンガ積と予想される．駅周辺のボーリングデータからは比較的軟
弱地盤であることがわかるが，駅舎は軸組の歪みも少ない．杭を打つかグリ石を丁寧に締固めた地業工事が行われたこ
とが伺える．下屋柱の独立柱は御影石の独立基礎である．
軸組は土台を布基礎にのせ柱を建て筋違を入れている．柱寸法及び柱や間柱の詳しい位置は分からないが，一般的在
来工法である．柱は140mm角前後で横架材間距離も大きいが，木摺板が内外とも整然と張られおり現在も損傷がなく
高い面剛性がとれていると考えられる．
小屋裏には入れなかったが，JRから提供された写真を見ると上屋の小屋組みはキングポストトラスを組み母屋と棟
をかけ垂木を載せている．トラスは箱金物やボルトを入れて組み立てている．真束は足元にブレ止を付け棟には小さめ
の方杖をつける．陸梁端部は軒桁と端母屋で挟み渡り顎掛けにしている．外壁の柱とトラス位置は必ずしも重なってい
ない．母屋は金輪継ぎ手で連結し登梁に転び止めを付けてとめている．
下屋小屋組みは前述したように，上屋から下屋柱へ陸梁を架け，登り梁と斜材と共にトラスを構成する．軒桁は陸梁
の上に架けられ垂木を受ける．下屋柱から陸梁と軒桁へそれぞれ方杖を出して支える．
3・3 第2期工事（明治44年頃）の増築
2期工事では駅長事務室の南側に電信室が増築され，下屋も増築されている（図5，図6参照）．初期のデザインが
踏襲され，寄棟の棟を南に伸ばして屋根形状を変えず，窓意匠も継承されている．「電信室」は「駅長事務室」とは壁
で隔てられ，出入口は南側の外部からのみである．この頃までは車寄せ屋根の妻側の時計はまだ設けられていない．大
正14年（1925）の写真（写真16）には時計は写っていないが，昭和5年（1930）の写真には写っており，この間に設置
された．また，2基の煙突も昭和5年の写真には写っているが，昭和10年（1935）の写真（写真17）には南側の煙突は
写っておらず，この5年の間に撤去されている．下屋の鼻隠し飾りも昭和10年の写真には写っていない．
図4 鳥栖駅舎建設当初復原断面図
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3・4 昭和20年代後半の増築
昭和20年代後半には更に南側に木造切妻桟瓦葺2階建ての建物が増築された（写真19参照）．最初は1階に改札・出
札係の仮眠室，2階に電務区室が入り，昭和35年（1960）頃に1階は貨物駐在室，2階は鉄道公安室に用途が変わった．
その後通信関係の部屋や会議室等，時代に応じて使用されている．
図5 鳥栖駅舎2期工事時の復原平面図
図6 鳥栖駅舎2期工事時の復原西立面図
写真16 大正14年頃 下屋の鼻隠し飾りや2基の煙突は残る．
時計はまだ付かない．（4）
写真17 昭和10年頃 下屋の鼻隠し飾りはなくなり，南側の
煙突も撤去．時計が設置されている．（3）
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3・5 現在
現在の駅舎は吹き放しであった下屋の北側と東側にも部屋が増築され，内部も改修されている．「参等待合室」は狭
くなり，現待合室となり，待合室の北側はパン屋，うどん屋，サガン鳥栖グッズ販売店となっている．南側は改札室や
駅事務室，駅長室となっている．外観は屋根が化粧スレート葺になり，外壁は新建材が張られ，軒裏も不燃材料が張ら
れている．窓も一部を除き改変されている．このように仕上げの改変はあるが，骨格である軸組は残り，構造的にも歪
みが少なく，114年を経ても目立った損傷がない．外観も一部増築はあるが，当時の姿を留めている．
4．結 論
鳥栖駅舎は明治36年（1903）完成の木造駅舎で，当時の姿は線路に平行に南北に棟を持つ寄棟桟瓦葺き平屋建で，四
方に下屋を回す洋風建築であることが分かった．初期の平面構成やその後の建築的変遷についても明らかにすることが
出来た．2階建ての増築部分以外はほぼ当時の姿をとどめ現役で使用されている貴重な歴史的建造物である．以下に特
徴をまとめる．
（1）駅舎の文化財的価値
①駅舎内部の平面に関しては改変がされているが，基本的な間取りは維持されている．駅舎南側の2階建て増築部分を
除き，軸組構造の改変は殆どなく原形をとどめている．軸組の歪みも少なく，損傷も少ない．江戸時代に制限されてい
た木材の伐採が解放され，良質の木材が大量に入手できた時代であり，鳥栖駅舎には良質の木材が用いられている．
②車寄せ柱の基壇や柱頭飾り，正面出入口の両側に残る上げ下げ窓，待合室の折上げ天井，駅舎東のホーム側に残る下
屋の鼻隠し飾り等は原形が残り外観は改変が少なく，明治期の洋風建築の特徴を持つ質の高い建物である．
③九州内に現存する明治期建築の駅舎は少なくなっており，鳥栖駅は建設当時の姿を残す最も古い駅舎の一つであり，
貴重である．
（2）歴史遺産として
①鉄道は明治の近代化に貢献した重要な輸送機関であり，鳥栖駅は九州における輸送機関の象徴である．
②鳥栖駅周辺には，操車場や扇形機関庫，転車台，自動給炭機などの施設や運輸事務所，保線事務所などの機関が所在
したが，現在ではその殆どがなくなり，唯一残る鳥栖駅舎は，鳥栖の発展の象徴である．
③建設以降114年間存続している鳥栖駅舎は，鳥栖のランドマークともなる建物として住民に親しまれてきた．鳥栖市
民にとっては故郷を代表する風景となっている．
（3）まちづくりや観光の資源として
戦火を潜りぬけ，現役として稼働している鳥栖駅舎は歴史の生き証人である．鳥栖の発展のためには，現在検討され
ている東西をつなぐ橋上駅は必要であり，現駅舎はやがて駅としての機能は終焉を迎えるであろう．しかし，駅として
の役目を終えても明治期の住民が歓迎した明治36年の建設当時の姿での活用が望まれる．例えば鉄道博物館や観光施設
としての利用が考えられる．大牟田や長崎などの「明治日本の産業革命遺産」と関連付けることもできる．国が進める
インバウンド観光の資源としても十分応えることができる建築物である．
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